
 

 

 
歩掛参考見積募集要領 

 
 次のとおり歩掛参考見積りを募集します。 

 令和 8 年７月２８日 
 

独立行政法人水資源機構関西・吉野川支社 
支社長 三戸 雅文 （公印省略） 

 
 
１．目 的 

この歩掛参考見積の募集は、独立行政法人水資源機構関西・吉野川支社淀川本部が予定
している業務の積算の参考とするための参考歩掛を募集するものです。 

 
２．参考見積書提出の資格 
(1) 水資源機構における令和 7･8 年度一般競争（指名競争）参加資格業者の認定を受けて

おり、測量・建設コンサルタント等の業種区分の「土木関係建設コンサルタント業務」
の認定を受けており、かつ、営業品目の「ポンプ場計画・設計」に登録していること。  

(2) 営業に関し法律上必要とされる資格を有していることとします。 
(3) 水資源機構から「工事請負契約に係る指名停止等の措置要領」（平成 6 年 5 月 31 日付

け 6 経契第 443 号）に基づき、淀川水系関連区域において指名停止を受けていないこと
とします。  

 
３．参考見積書の提出等 

参考見積書は、次に従い提出してください。 
(1) 提出方法 

書面は FAX（社印があること）、郵送又は持参により提出するものとします。 
参考見積書は作業項目毎に必要な技術者の人数等を記載して提出して下さい。 
なお、歩掛参考見積書の様式は問いませんが、参考見積書（社印があること）に担当

部署及び氏名の記載をお願いいたします。 
件名として「高見機場ポンプ設備外更新計画策定業務（仮称）」と記載してください。 

(2) 提出期間 
令和 8 年８月 5 日（水）から令和 8 年８月 17 日（月）まで 
持参する場合は、上記期間の午前 9 時から午後 5 時まで 

(3) 提出先 独立行政法人水資源機構 
関西・吉野川支社 支社長 三戸 雅文 宛 



 

 

【担当】関西・吉野川支社淀川本部 中津川管理室 後藤 
〒554-0001 大阪府大阪市此花区高見 1 丁目 10 番 46 号 
TEL：06（6462）7701  FAX：06（6462）1099 

 
４．参考見積りの内容 
(1) 基本条件、作業項目及び作業内容 

別紙-1「見積仕様書」に示す「計画準備」から「報告書作成」について 1 式当たりに
必要な 技術者の員数を別紙-2「歩掛参考見積書作成例」を参照して記入してください。
また、業務の参考となる図面を別紙-3 に添付します。 

(2) 業務費の構成と歩掛参考見積徴取範囲 
① 本歩掛参考見積を適用する業務費の構成は、当機構が別に制定する「積算基準及び積
算資料（調査等編）（以下、「基準書」という。）によるものとします。 

② 歩掛参考見積徴取範囲は基準書で定義されている直接人件費のうち、上記（1）「基本
条件、作業項目及び作業内容」を実施する為に必要な技術者の人数等を徴取します。 

なお、見積有効期限は令和 9 年 3 月末としてください。 
(3) 技術者の職種と定義 国土交通省が公表している「令和 8 年度設計業務委託等技術者

単価」における「技術者の 職種区分定義」によるものとします。 
 
５．募集要領に対する質問 

この募集要領に対する質問がある場合においては、次に従い、書面（様式は自由）によ
り提出して下さい。 

(1) 提出期間 令和８年７月３１日（金）から令和８年８月 4 日（火）まで 持参する場合
は、上記期間の土曜日及び日曜日を除く毎日、午前 9 時から午後 5 時まで 

(2) 提出方法 ３．（1）に同じ 
(3) 提 出 先 ３．（3）に同じ 
 

６．質問に対する回答 
質問に対する回答は、次のとおり閲覧に供します。 

(1) 閲覧期間 令和８年８月５日（水）から令和８年８月１０日（月）まで 
(2) 閲覧方法 ホームページに掲載します。 

 
７．参考見積書作成及び提出に要する費用 

参考見積書提出者の負担とします。 
 
８．ヒアリング 

提出して頂いた参考見積書についてヒアリングを実施することがあります。 



 

 

 
９．その他 

この参考見積書をご提出いただいたことで、業務の指名又は競争参加資格をお約束す
るものではありません。ご提出いただいた参考見積書は、業務積算の目的以外には使用い
たしません。 

 
以 上 



【別紙-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

高見機場ポンプ設備外更新計画策定業務（仮称） 

 

 

 

見積仕様書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年７月 

 

 

独立行政法人水資源機構 

中津川管理室 

  



第 1 章 総則 

 

1-1 見積り概要  

本見積りは、第 2 章 業務概要に示す業務を履行するために必要な設計歩掛りを見積もるための

ものである。 

 

1-2 準拠基準 

本業務は、以下の基準類に基づき実施するものとする。 

1.水資源機構機械設備工事共通仕様書 

2.水資源機構 機械設備管理指針 

3.河川ポンプ設備 点検・整備・更新マニュアル(案) 

4.その他、監督員が指示する基準・指針 

 

第 2 章 業務概要 

2-1 業務目的 

本業務は、流域環境の変化及び排水需要の減少を踏まえ、既設高見機場の揚排水設備について能

力見直し（ダウンサイジング）及び設備更新・長寿命化の方針を検討し、最適かつ合理的な次期整

備計画を策定することを目的とする。 

 

第 3 章 対象施設概要 

3-1 対象設備主要諸元 

設備名称 
台

数 
開閉装置形式 扉体形式・仕様 

径間 

(m) 

扉体高 

(m) 

揚程 

(m) 

塵芥処理設備 3 電動スピンドル式 
ステンレス製反転式 

防塵蓋 
3.0 － 3.5 

制水ゲート設備 3 電動屈曲ラック式 鋼製ローラゲート 3.0 3.0 7.19 

制水副ゲート設備 3 電動チェーンラック式 鋼製ローラゲート 3.0 3.0 7.19 

除塵設備 4 － 
トラベリング 

スクリーン式 

4.2(水路

幅) 

10.5(水

路高) 
－ 

切替ゲート設備 

(吸込側：1～6号) 
6 

電動ワイヤロープ 

ウインチ式 
鋼製スライドゲート 4.2 2.2 7.5 

ポンプ設備 

(1・2号) 
2 可動翼立軸斜流ポンプ φ1650mm Q=5.5m3/s － － 2.5 

ポンプ設備 

(3・4号) 
2 固定翼立軸斜流ポンプ φ1650mm Q=5.5m3/s － － 2.5 

切替ゲート設備 

(吐出側：7～12 号) 
6 

電動ワイヤロープ 

ウインチ式 
鋼製スライドゲート 4.2 2.2 7.5 

吐出水槽 

スクリーン設備 
4 

電動ワイヤロープ 

ウインチ式 

鋼製傾斜形スライド

二段式、可動式 

4.2(水路

幅) 

7(水路

高) 
－ 

正蓮寺川水路流量 1 電動屈曲ラック式 ステンレス製ローラ 3.5 2.95 2.85 



調節ゲート設備 ゲート 

六軒屋川水路流量 

調節ゲート設備 
2 電動屈曲ラック式 

ステンレス製ローラ

ゲート 
2.5 2.95 2.85 

六軒屋川水路 

吐出ゲート設備 
2 電動ラック式 鋼製スライドゲート 

2.3(水路

幅) 

3.1(水

路高) 
－ 

六軒屋川水路吐出 

スクリーン設備 
2 

電動ワイヤロープ 

ウインチ式 
バースクリーン 

2.3(水路

幅) 

3.1(水

路高) 
－ 

 

3-2 既設主ポンプ諸元 

1.形式：立軸斜流ポンプ（口径 1650mm 等） 

2.台数：4 台（可動翼 2 台、固定翼 2台） 

3.機能：揚水（分水）運転及び排水（内水排除）運転 

4.特徴：切替ゲート方式による揚排水機能の切替 

 

3-2 目標吐出量 

更新計画の策定にあたって、ポンプ全体の能力は、下記に減量することとして検討する。 

 現設備 検討条件 

分水量 22m3/s 10m3/s 

内水排除量 19m3/s 9.2m3/s 

 

3-3 業務対象設備 

更新計画の策定主要対象設備は下記とする。特に主ポンプ設備については号機毎の計画を行うも

のとする。 

設備区分 対象設備名称 主要な検討・計画内容 

主ポンプ 

設備 

立軸斜流ポンプ（φ1650mm）× 4 台 吐出量低減改造（インペラ改造、小径

化、または台数集約） 

駆動設備 主電動機（190kW）、減速機 ポンプのスペックダウンに伴う小容量

化、または増速・流用の判定 

ゲート 

機械設備 

切替ゲート（吸込・吐出側）、吐出口

制水ゲート 

流用・廃止等の決定 

受変電設備 主変圧器（1500kVA）、進相コンデンサ

等 

容量過大分の段階的ダウンサイジン

グ、または当面流用の判定 

自家用 

発電設備 

自家発電装置（1250kVA） スペックダウン後の負荷に対する容量

の適正化評価 

監視制御 

設備 

監視制御盤（MGP/CRT）、水位計、翼角

発信機 

ポンプのスペックダウンに伴う対応方

針、改造内容設定 

電気配管 

配線 

動力ケーブル、制御ケーブル、電線管 ポンプのスペックダウンに伴う対応方

針、および劣化による更新等判定 

付帯設備 除塵機（スクリーン）、真空ポンプ（満

水装置） 

ポンプ台数・流量変化に伴う台数削減

や能力の確認 

場内排水 

設備 

床下排水ポンプ、配管 ポンプのスペックダウンに伴う対応確

認 

土木構造物 吸込ピット、分水路、混合槽 低流量化による影響確認 



建築構造物 ポンプ室床版、電気室、天井クレーン ポンプのスペックダウンに伴う対応確

認、および新盤設置時のスペースの確

認 

 

第 4 章 業務内容 

本業務は、以下の 3段階のステップにて実施するものとする。 

1.設計条件整理・整備状況整理 

2.LCC 比較検討 

3.最適更新計画策定 

 

第 5 章 設計条件整理・整備状況整理 

受注者は、資料収集、現地踏査、管理者ヒアリングを行い、以下の項目を整理するものとする。 

1.施設変遷調査：当初竣工（1969 年）から設備改造（1999 年）を経て現在に至る経緯を把握し、現

有設備に関する整備履歴、経過年数等を整理する。 

2.水位条件整理：各運転条件での水位条件の確認。実揚程の確認。 

3.設備健全度評価：整備履歴・故障履歴・運転実績に基づく計画上の余寿命設定。 

4.現場状況把握：既設ピット形状、天井クレーン能力、搬出入路の制約確認。 

 

第 6 章 LCC 比較検討 

受注者は、要求仕様（揚水 10m3/s、排水 9.2m3/s への低減）に対し、以下の更新・整備 4 案以上を

比較検討するものとする。下記案以外にも有効と考えられる方策があれば提案すること。 

1.比較案イメージ：①台数変更案、②ポンプ小径化案、③インペラ改造案、④回転数制御化案など。 

2.技術的検証事項： 各案における H-Q 曲線上の安定運転範囲（失速リスク）の確認。 

3.経済性評価：概算事業費（撤去・改修含）及び 30年間の維持管理費、電力費（軽負荷損考慮）を

算定し、LCC を比較する。なお、起算開始年は発注者と協議の上で決定する。 

 

第 7 章 最適更新計画策定 

受注者は、第 6章での選定結果を元にした、以下の検討を行い最適更新計画の立案を行う。 

1.整備シナリオ策定：ポンプ仕様変更または台数集約＋1台（戦略的休眠（BCP 用残置）案）等を含

む、将来の廃止・縮小、障害発生時であっても柔軟に対応可能な整備シナリオの作成。 

2.優先順位の決定：健全度及び LCC に基づき、機械・電気・ゲート各設備の段階的サイズダウン時

期を特定。 

3.ロードマップ作成：年度分け工事（新旧仕様併存運用）など工事の特殊性を想定した概略整備工

程の作成。 

 

第 8 章 総合検討 

受注者は、これまでの計画結果を元にした、以下の総合検討を行う。 

1.詳細設計に向けた条件設定や課題、留意事項についてとりまとめる。 

2.関係機関との協議資料を作成する。 

 

第 9 章 照査 



受注者は、水資源機構の基準に基づき適切な照査を実施し、その結果を報告するものとする。 

 

以上 



 

【別紙-2】 

 

歩掛参考見積書作成例 

 

 

業務名：ポンプ設備健全度評価業務（仮称） 

１．歩掛等見積項目 

項  目 
単

位 

主任 

技術者 

（人） 

技師長 

 

（人） 

主任 

技師 

（人） 

技師 

A 

（人） 

技師 

B 

（人） 

技師 

C 

（人） 

技術員 

 

（人） 

設計計画 式        

設計条件整理・整備

状況整理 
式        

LCC 比較検討 式        

最適更新計画策定 式        

総合検討 式        

照査 式        

報告書作成 式        

 

２．業務期間 

作 業 期 間       日 

 

３．留意点について 
(1) 別紙-2 の項目を参考に見積をお願いします。 
(2) 工数の単位は「人」とし、小数第 1 位まで記載して下さい。 
(3) 別紙-1 に記載した業務を遂行するうえで、上表に記載の記載のない項目がありまし

たら、別途計上して下さい。（別途計上する項目については、内訳書もしくは算出式等
を併せてご提示して下さい。） 

(5) 業務期間については、当該業務に要する想定日数をご提示ください。なお、休日等の
不稼働日を除く実作業日数を記載して下さい。 



【別紙-3】 参考図面

番
号

1高見機場位置図図面
名称

高見機場



【別紙-3】 参考図面

図面
名称

高見機場全体図
番
号

2



【別紙-3】 参考図面

図面
名称

高見機場施設配置図
番
号

3


